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白ネズミの血清および肝コレステロールに
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著者らは,日本古来の ｢そば｣について研究を行

なっているが, ｢そば｣を食べると血圧が下がるな

どと昔から言われているが,それは ｢そば｣の含有

成分であるルチンの薬理作用によるものであること

がわかっている.高瀬 ら 4'は大麦に血 しょうコレス

テロールの低下効果があること､を報告 している.ま

た和田ら 5'は, ｢そば｣のタンパク質がコレステロ

ール代謝に関 しては影響がないと報告 しているが,

｢そば｣は他の穀類とちがって トリプ トファンやリ

ジン含量が多く,それに多数の酵素が含まれていて,

高血圧 と動脈硬化に密接な関係がある以上,｢そば｣

摂取によって,コレステロール代謝に好影響をおよ
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Ⅰ 緒 言

高コレステロール血症と動脈硬化との関係が明ら

かにされて以来,血中コレステロール量を減少させ

れば,動脈硬化症を防ぐことが出来るのではをかろ

うかと考えられ,血中コレステロール量を低下させ

る物質の検索がなされている.P ETERSONは鶏の餌に

大豆のステロ-ルとコレステロールを混ぜると,血

清コレステロ-ル,肝臓コレステロールがいずれも

低 卜すると報告 しているし,また種々の動物に植物

性ステロ-ルを与えて同 じような結果が多くの研究

者によって得 られている1㌧ また,簾糖は血清コレ

ステロールを上昇させ,でんぷん等の多糖類は血清

コレステロールを低下させる効果があると報告され
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1.抽出 0m1 R容のメスフラスコに 6mRの脂肪ぼすのではなかろうかと思い白ネズミに ｢そば｣粉,

R加えて,
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5A)する.ロ液 6m

をよく亭乞燥 した発色管にとりこれに硫酸(特級)4
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1分間激 しく混和する.室温で2分以上放置して自

然放冷させ,小池が消えたのち分光々度計 (UV Vi
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検液を対照として,5 JJの波長で測光する.同時

de/
0mg
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R紺寸近までは,ほとんどBEE 
の法則に従 うから次式によって計算する.
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実験結果並びに考察

｢そば｣粉とコレステロ-ルを同時に与えたところ, 溶剤 %エタノール :エチルエーテル, 3 :1)59(

000血清,肝コレステロールの低下あるいは,上昇の抑 をとり,これに血清 Z( -1j 磨砕 した組織は505m.

制が認められたので報告する. 00

0m

)を加えてよく分散させた後6℃の湯浴中で3分

間加温抽出を行 う (その間に脂肪溶剤 lmPを 1回追

Ⅱ 実 験 方 法 加して挽拝する)｡その後室温迄放冷 し,冷却後さら

体重1 -1 の Wi に脂肪溶剤を加えて正確に1

系雄白ネズミを 1群 7匹として,Ta lの飼料組
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02実験動物および飼料 2とし,よく混和して,

乾燥口紙 No.5A)でロ過する.(

成で 5週間自由摂取 させ殺す1時間前に飼料投与を 分離精製2.	
上で乾燥させて総コレステロール定量用とする.次に,やめた.

2 口瀬2mjを中試験管にとり湯浴Z

使用した ｢そば｣種子は,綿利製粉株式会社より
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提供 してもらった昭和4年度収穫の北海道産のもの

でそれを製粉 したものである. 暗所 
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3.定量

鉄をコレステロール定量用氷酢酸に溶かす.4×10~2 

M.を保存瀬とし,それを氷酢酸で1α倍に希釈 (4× 
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コレステロールの定量 6,7,8) 試験動物をエー

mg.05

Es '標準液.
テル麻酔下で頚動脈の切断により採血 し,さらに肝

臓を摘出した.

Ⅲ

1g.

体重と肝鹿重量 5週間の飼育による体重と肝

臓重量の変化を F) ,Ta

,0

51

採血 した血液は,2分間静置後,4000

分間遠心沈殿を行ない,その上浦を試料とし 

rpm.. ‥ 

,また,

摘出した肝臓はホモゲナイズしたものを試料とした.

LN
K
コレステロールの定量は下記に示す ZA-HE Y変法

に従った. 

l2eb に示 した.
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れは,飼料の糖質を ｢そば｣粉 におきかえたことも

一因 している.コレステロールの授与 した群では,

体重に対する肝臓重畳の割合が増加 しているが,こ

れは肝脂畳の増加によるものと思われる.

血清および肝コレステロール値におよぽす｢そば｣

粉の影響 5週間にわたり ｢そば｣粉を授与 し,

血清コレステロールレベルにおよぼす影響を検討 し

に示 した.基本飼料群では総コレ

ば｣粉 を添加 した場合9


ールレベルが有意的に低下 している. 1%コレステ


に肝 コレステロール値の結果 を示 し

.

,｢そば｣

.. 

肝Chにおよぼす lそば｣粉の効果 

｢そば｣粉の2%添加群では実験開始 2週間目で0

.

0g, 5週間後では40gと体重増加がみられる.こ3
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ロール添加により血清 コレステロール値が 2 3± 

そば｣粉 を同時に授

62.
2
与 したとき,1 ±2

ベルの上昇が抑制 され有意差が認められた.また,

遊離型 コレステロールについても上昇の抑制がみら

g8mg.4.


た.総コレステロール値は,基本飼料群では,6


｢そば｣粉添加群で 6±0 /と,


0.

わずかにコレステロールレベルが低下 している. 1


%のコレステロールを添加 した高コレステロール群


のレベルは,44 ±7


±6.


ded24m.
5
 と上昇 しているが,｢

6m.6.
粉添加群では2 5±3 dgであり,あきらかな抗コ

レステロール効果がみられた. 
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でコレステロール代謝に影響 をおよぼすものと推察

するのであるが ｢そば｣成分がコレステロールの吸

収阻害あるいは,排他促進として作用するかについ
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